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@餌2V5帰。　　． 麟貞ノf 拓久．’ｪρ 型塑γ 浜〃P5ξ∫σ 嗣’　　磐∠　　”ψノ ξ”！5卍29 一
　英國天文協會（B．A，　A，）の攣光星部
　近着の“Journal　Of　B．　A．　B．”にFelix　de　Royの名で1927年中にな
されたミラ型（長週期）攣光星の観測結果が護表されてみる，観測者撒は
30名鯨りで過牛撒が10糎以上の屈折反射を所有してみるらしい．大部分
英人であるがオランダのNijlandの如き大家も報告してみる．観測してみ
る星はA．A．　V．　S．0ミ全然方針が異り頗る保守的であるが健實であって，
古くから知られてみるミラ型52星を300日以上．以上の週期のものに二
分し糞表してみる．それ等の星は大三次の通り．
And．　R．W　　　　，
Boo．　R，S，U，V
Cet．　o
Gem．　R
Lyn，　R
Aql．　R，S
Cam．　R．VX　　　）　1）
Cor．　S，W
Her．　S，T，U
Lyr．　W
Ari　R　Aur．
Cas．　R，S，T，W　Cep．
Cyg．　X，　R，S，U，V，W　Dra．
Hya　R　Leo．
Oph．　RY　Ori．
????， ?
376 鍵光星期測報告　（小山秋雄）
　　Peg．　R，X　Per．　R　Ser．　R　Tau．　V
　　UMa．　R，S，T　UMi．　S　Vir．　S　Vul．　R
　此れ以外の星では毎年嚢表してみるのはSS　Cyg．だけだごいってよい，
本年互月號には300日以上0）週期のもの31星の総計7467個の観測1吉果
を獲表されてみて，一個の星につき241個の割合である．300日以下のも
のの1927年中の結果は昨年嚢表されてみるが，それによるミ，21個の星
の観測5645個．だから合計13112個の観測が1927年になされたのであ
る．極大，極小の時期は勿論，光度曲線の形も，かなり詳しく齪測されて
るるから上記の星は彊いて研究的には観測するには及ばぬだらう．（小山）
　訂正　　本誌第98號292頁のSS　Cep，の示申田清氏の観測のM－mは
計算の誤りであって次の如く訂正　　M－m＝47．5日　　（新慶光星（4））
